
２ 地理歴史・公民 

学校番号 ３０８ 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民 科目 政治・経済 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高校 政治・経済」（実教出版） 

副教材等 自作プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１．授業では、現代における政治、経済、国際関係などについて客観的に１年次に学習した現代社会の内容

をより深く、さらに理解することを目指します。 

２．現代の政治・経済を中心とした諸問題について、教科書を中心に基本的な学習を行い、主体的な分析に

考察を加え、周りの人と理解を深め、共同して問題に対処する素養を養います。 

３．新聞を教材として扱い、教科書の内容と連携させて時事問題、科目の内容の理解をタイムリーなニュースを

活用することにより理解を深め、NIE を実践します。 

４. 近い将来、政治に関わることをしっかりと意識してもらい、模擬選挙を行うなどして公民としての基礎を培いま

す。 

２ 学習の到達目標 

広い視野に立って、民主主義の本質に関する理解を深めさせ，現代における政治、経済、国際関係などについ

て客観的に理解させるとともに、それらに関する諸課題について主体的に考察させ、公正な判断力を養い、良識

ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代の政治，経済，

国際関係に対する関

心を高め，意欲的に

課題を追究するととも

に，国家・社会の一

員として平和で民主的

なよりよい社会の実現

に向けて参加，協力

する態度を身に付け人

間としての在り方生き

方についての自覚を深

めようとする。 

現代の政治，経済，国

際関係にかかわる事柄か

ら課題を見いだし，その

本質や人間の存在及び

価値などについて広い視

野に立って多面的・多角

的に考察し，社会の変

化や様々な考え方を踏

まえ公正に判断して，そ

の過程や結果を適切に

表現している。 

現代の政治，経済，

国際関係にかかわる

事柄に関する諸資料

を様々なメディアを通し

て収集し，有用な情

報を適切に選択して，

効果的 に活用してい

る。 

現代の政治，経済，

国際関係に関する事柄

や，人間としての在り方

生き方にかかわる基本

的な事柄を理解し，そ

の知識を身に付けてい

る。 



評
価
方
法 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題(ノート等) 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題(ノート等) 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題(ノート等) 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題(ノート等) 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

４ 学習の活動 

 

学 期 

単
元

名 学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

第
１
部 

現
代
の
政
治 

①民主政治の展開 

・政治と法 

 

・基本的人権の保障

と法の支配 
 

・世界の政治体制 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ ○ 

○ 

 

○ 

 
 

○ 

a 民主政治の本質を把握しながら，政治と私た

ちとの関わりについて理解する。 

b 法に関する基本的な見方や考え方を把握しな

がら，法の意義について理解する。 

c 基本的人権がどのように確立し，広がっていっ

たのかを理解しながら，人権保障の国際的な

広がりについて考察する。 

d 民主主義の発展について理解するとともに，各

国の政治体制について諸資料を利用して調査

し、理解する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

②日本国憲法 

 

・日本国憲法の成立 

・日本国憲法の基本

原理 

・平和主義 

個人の尊重 

 

・人権のひろがり 

〇 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

〇 

 

 

○ 

○ 

 

 

〇 

 

○ 

○ 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

○ 

a 日本国憲法の成立過程を把握しながら，日本国憲

法のもつ意味や，三大原理について理解する。 

a 大日本帝国憲法と日本国憲法の違いを考察し，そ

れぞれの憲法の本質について理解する。 

b 日本国憲法の全体像にふれながら，平和や人権な

どの問題を考える。 

c 昨今の日本国憲法をめぐる論点について関心を高め

る。 

c 個人の尊厳，自由，平等などの社会的価値につい

て把握しながら，権利相互の関係や人権をめぐる諸

課題について理解する。 

d 自由権や社会権，参政権などの基本的人権や新し

い人権について理解を深め，その本質を把握する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



③国会 

 

・国会の地位 

 

・国会の構成 

 

・国会の権限 

 

・国会の運営 

 

 

・地方自治 

○ 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

〇 

 

〇 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

〇 

 

〇 

 

○ 

 

 

○ 

a 国会，内閣，裁判所などの政治機構にふれなが

ら，主権者としての政治に対する関心を高めるととも

に，それぞれの役割について理解する。 

a 日本国憲法下での立法・行政・司法のあり方につい

て，問題点も含め，幅広い視点から考察する。 

b 国会の権限，衆議院・参議院の違いなど，国会に

関する基本的事項について把握しながら，国会の課

題についても関心を高める。 

b 現代の福祉国家の下では，国家機能が複雑化・大

規模化して，行政府の役割が増大したことを理解す

る。 

c 裁判員制度について理解し，報道資料などから国民

の司法参加の意義を考察するとともに，刑罰の意

義や犯罪被害者の救済，犯罪者の更生について関

心を高める。 

d 地方自治の本旨を理解し，国と地方の関係など，

地方自治のあり方について考察する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

２
学
期 

第
２
部 

現
代
の
国
際
政
治
と
日
本 

①国際社会と国際法 

・国際法 

・国際社会の特質 

 

・国際連合と国際協

力 

・現代国際政治の動

向 

・人種民族問題 

 

・国際政治と日本 

○ 

 

○ 

 ○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a 国際社会の成立過程を把握しながら，実際には国

家間でさまざまな格差があることを理解する。 

a 国際政治と国内政治の違いや，国際法や国際裁

判の意義を理解する。 

b国際社会ではＮＰＯや多国籍企業など国家以外の

機関や組織が活動していることを理解する。 

b 国際連盟と国際連合の違いを把握しながら，国際

連合の役割，国際連合が抱えている課題について

理解する。 

c 冷戦終結後の国際社会の動向について把握するとと

もに，冷戦終結後の世界が冷戦時代と比べてどの

ように変化したのか理解する。 

c 民族紛争を例に，複雑な国際関係を幅広い視点か

ら考察するとともに，国際社会における文化や宗教

の多様性について理解する。 

d 世界の核兵器の保有状況などから，国際平和につ

いて考察する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

第
３
部 

現
代
の
経
済 

① 現代経済のしく

みと特質 

・現代の企業 

 

・市場のしくみ 

 

・市場の失敗 

・国民所得と経済

成長 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

a 資本主義経済の特徴を，社会主義経済の特徴と

比較しながら，現代経済の特質について理解する。 

a 株式会社とはどのようなものか，所有と経営の両面

から理解するとともに，企業の社会的責任について

関心を高める。 

b 市場の基本である｢需要と供給との関係｣について，

正しく理解する。 

c 独占，寡占はどのようなものかを理解し，身近なもの

を取り上げて考察する。 

d 国民所得の構成や景気変動，経済成長について，

諸資料を利用して，日本と諸外国の現状を比較す

る。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



 

② 資本主義 経済

のしくみ 

・財政のしくみ 

・財政の役割 

 

・金融のしくみ 

 

 

・現代経済と福祉

の向上 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

a 物価の変動要因を理解するとともに，物価の変動が

国民経済に及ぼす影響について考察する。 

a 財政の基本的なしくみや役割，租税の意義について

理解しながら，その使途について関心を高める。 

b 日本の財政の現状について，報道資料などから調査

し，巨額な公債残高が将来に及ぼす影響を考察す

る。 

c 金融のしくみや役割，日本銀行の金融政策，金融

の自由化などの金融に関する環境の変化を理解す

る。 

d 経済成長とともに，人々の生活が豊かになる一方

で，公害などの社会問題が発生したことを認識す

る。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

３
学
期 

第
４
部 

国
民
経
済
と
国
際
経
済 

① 国民経済のしく

みと現状 

・商品・資本の流

れと国際収支 

・国際経済体制の

変化 

・グローバル化と

世界危機 

・地域経済統合と

新興国の台頭 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

a 国際経済に関する基本的な概念や理論を理解し、

国際収支の基本的な構成を理解する。 

 

b 円高・円安が，自分の生活にどのように影響するかに

ついて関心をもちつつ，為替相場の変動について考

察する。 

b グローバリゼーションにともなうヒト，モノ，カネの国際

的な移動が，国際経済に与える影響について，関

心を高める。 

c 地域的経済統合やＦＴＡ・ＥＰＡについて関心をも

ち，諸資料を利用しながら具体的に考察する。 

d 先進国と発展途上国の経済格差や新興国の台頭

について把握しながら，日本が南北問題の解決に

向けてどのような役割が期待されているか考察する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

② 地球環境問題 

・地球環境の保全 

 

・地球温暖化対策

と低炭素経済へ

の移行 

・転換が求められ

る日本のエネル

ギー政策 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

〇 

 

○ 

 

○ 

 

 

〇 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

〇 

a すべての人が社会に参画するための方法を，諸資料

を利用して調査する。 

b 化石燃料・原子力発電・新エネルギーのそれぞれの違

いとメリット・デメリットを理解する。 

c 深刻化している地球的規模の環境問題に関心をも

ち，各国はどのような対策を講じるべきか考察する。 

d 地球環境問題について多面的に理解し，持

続可能な開発に向けた課題について考察す

る。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 


	２　地理歴史・公民

